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今月のコレクション展示室 
（第2展示室） 

11月16日(木)～12月23日(土・祝) 

特別陳列 

北陸の肖像画 

今月のコレクション展示室 
（前田育徳会展示室） 

11月16日(木)～12月23日(土・祝) 

特 集 

名物裂と香道具 興
福
寺
金
襴 

廣
山
恕
陽
頂
相
　（
高
岡
市
・
瑞
龍
寺
蔵
） 

　
引
き
続
き
開
催
中
の
「
北
陸
の
肖
像
画
」
か
ら
、
今
回
は
展

示
構
成
の
一
つ
で
あ
る
「
頂
相
」
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
頂
相
（
「
ち
ん
ぞ
う
」
ま
た
は
「
ち
ん
そ
う
」
と
よ
む
）
は
、

禅
僧
の
肖
像
画
を
指
す
言
葉
で
、
画
像
と
と
も
に
彫
像
に
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
禅
宗
に
お
い
て
は
、
法
は
人
か
ら
伝
わ
る
と
い
う
思
想
の
も

と
、
師
と
弟
子
の
法
系
が
重
ん
じ
ら
れ
ま
す
。
衣
鉢
を
継
ぐ
と

い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
、
宋
代
頃
か
ら
法

嗣
の
証
拠
と
し
て
師
は
、
自
分
の
肖
像
画
を
描
か
せ
自
賛
し
て

伝
法
印
可
の
一
つ
と
し
て
、
弟
子
に
与
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
中
国
か
ら
積
極
的
に
禅
宗
を

採
り
入
れ
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
習
を
受
け
継
ぎ
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
頂
相
は
、
掛
真
と
い
っ
て
師
の
頂
相
を
、
師
の
忌
日
な

ど
に
掛
け
供
養
す
る
こ
と
に
も
用
い
ら
れ
、
禅
宗
寺
院
に
は
歴

代
住
職
の
頂
相
を
は
じ
め
、
先
達
・
祖
師
像
な
ど
が
収
蔵
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
頂
相
の
様
式
は
、
大
き
く
は
全
身
像
か
半
身
像
で
あ
る
か
に

分
か
れ
、
全
身
像
で
は
、
法
被
を
掛
け
た
曲
 
（
法
式
に
用
い

る
僧
の
椅
子
）
に
、
衲
衣
に
袈
裟
を
着
け
た
像
主
が
座
り
、
手

に
は
警
策
か
払
子
を
執
る
も
の
。
半
身
像
は
師
の
上
半
身
を
描

く
も
の
で
、
両
手
を
組
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
み
え
ま
す
。
ほ

か
に
円
内
に
半
身
像
を
描
く
円
相
像
や
、
経
を
唱
え
歩
く
姿
を

写
し
た
経
行
像
も
み
え
ま
す
。
 

　
初
期
の
頂
相
は
宋
画
の
影
響
の
下
、
細
い
墨
線
で
面
貌
を
入

念
に
描
き
、
写
実
的
な
描
写
と
厳
し
い
個
性
の
表
現
を
試
み
た

も
の
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
わ
が
国
の
民
族
性
に

あ
っ
た
情
感
性
の
こ
も
っ
た
作
風

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
展
示
で
は
、
石
川
県
及
び
福
井
、

富
山
県
の
禅
宗
寺
院
に
伝
わ
る
代

表
的
な
頂
相
を
展
示
す
る
も
の
で

す
。
本
展
開
催
に
係
り
ご
協
力
賜

り
ま
し
た
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
 

 

　
先
月
号
で
は
名
物
裂
の
概
要
や
、
初
公
開
の
「
蜀
江
錦
」
を

中
心
に
錦
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
「
金
襴
」

「
緞
子
」
の
展
示
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
 

　
「
金
襴
」
と
は
、
金
糸
を
織
り
入
れ
て
文
様
を
織
り
だ
し
た

も
の
で
、
そ
の
豪
奢
な
趣
か
ら
、
名
物
裂
の
な
か
で
も
最
も
尊

ば
れ
、
最
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
織
金

と
呼
ば
れ
、
ほ
ぼ
宋
代
に
織
り
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
興
福
寺
金
襴
」
は
興
福
寺
の
戸
張
に
使
用
さ
れ
て
い

た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
裂
で
、
極
古
渡
り
（
宋
時
代
）
と
い
わ

れ
、
格
別
に
珍
重
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
小
石
畳
文
を
地
文

と
し
て
織
り
だ
し
、
そ
の
上
に
金
糸
あ
る
い
は
銀
糸
で
宝
珠
文

を
表
し
た
気
品
と
風
格
の
あ
る
裂
で
す
。
「
大
鶏
頭
金
襴
」
も

金
襴
を
代
表
す
る
裂
で
す
。
作
土
形
（
草
花
や
動
物
文
に
、
土

坡
と
と
も
に
単
一
文
様
と
す
る
）
の
植
物
を
互
の
目
に
配
し
た

文
様
で
、
名
称
は
表
さ
れ
た
植
物
が
鶏
頭
と
み
な
さ
れ
て
い
た

た
め
で
す
。
 

　
「
緞
子
」
と
は
、
経
糸
と
緯
糸
に
異
な
る
色
糸
を
用
い
て
文

様
を
織
り
だ
し
た
も
の
で
、
金
襴
と
は
対
照
的
に
、
や
わ
ら
か

な
風
合
い
と
落
ち
着
い
た
趣
が
尊
ば
れ
ま
し
た
。
「
本
能
寺
裂

緞
子
」
は
、
濃
紺
地
に
二
重
の
青
海
波
を
地
文
と
し
て
、
捻
り

唐
花
と
宝
尽
し
を
薄
紺
の
経
糸
で
織
り
だ
し
、
紺
の
濃
淡
で
文

様
を
表
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
裂
で
す
。
「
伊
予
簾
緞
子
」
は
、

「
古
瀬
戸
尻
膨
茶
入
　
銘
伊
予
簾
」
の
仕
覆
に
用
い
ら
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
茶
・
藍
・
緑
系
の
濃
淡
の
縦

縞
に
浅
葱
と
薄
黄
の
横
段
を
織
り
分
け
、
文
様
は
浅
葱
地
に
梅

鉢
紋
と
雷
文
を
、
薄
黄
地
に
は
小
石
畳
を
地
文
と
し
て
丁
子
・

分
銅
・
七
宝
な
ど
の
宝
尽
文
を
繊
細
に
織
り
表
し
て
お
り
、
洗

練
さ
れ
た
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
 

　
「
間
道
」
と
は
、
縞
・
格
子
・
段
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
模
様
を
表
し
た
織
物
で
す
。
江
戸
時
代
の
「
粋
」
の
美
意
識

に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
す
。
 

　
な
お
、
茶
の
湯
に
関
す
る
名
物
裂
は
、
次
回
の
「
茶
道
具
と

名
物
裂
」
に
展
示
し
ま
す
。
 

い
は
つ
 

で
ん
ぽ
う
い
ん
か
 

の
う
え
 

き
ょ
く
ろ
く
 

ほ
っ
す
 

え
ん
そ
う
 

き
ん
ひ
ん
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今月のコレクション展示室 
（第4展示室） 

11月16日(木)～12月23日(土・祝) 会期中無休 

特 集 石川の木彫 
　　　－彫る・削る・みがく－ 

雪韻（秋田杉）（左隻）　石川義 

連載 第2回 

1月4日～2月4日 

 

－日本の自然・風景画を描く－ 

郷土が生んだ
日本画家　 　石川　義 展 

　今回開催する石川義展では、石川氏の初期から最近作

まで、日本画60点・写生4点の計64点を、当館第7・8・9

展示室に展示する予定で、準備を進めています。 

　展示の構成は、以下に示すとおり3部で構成し、氏の

芸術の特徴を浮かび上がらせ、その魅力に迫りたいと考

えています。 

　第1部　深遠なる自然美の世界 

　石川氏の中心的なモティーフとなっているのは、豊か

なわが国の自然であり、さまざまな風景の諸相をとらえ、

表現しています。とりわけ山や森、海や池、滝など雄大

な光景を、深い観照の眼差しと巧みな技術によって、力

強く、また幻想的に描写し、存在感のある画面を生み出

しています。 

　第1部では、初期から最近の制作に至る、日展出品作

を中心に展示し、その深遠な自然美の世界をご覧いただ

きます。 

　第2部　杉の輪廻 

　これまで、わが国の自然美を追究してこられた石川氏

のモティーフの中で、とくに愛着を抱いて描いてきたの

が「杉」でした。 

　第2部では、平成6年に「杉の輪廻　石川義展」と題し

て開催された個展での出品作を中心に展示し、氏の「杉」

に寄せる熱い想い感じ取っていただきたいと思います。 

　第3部　生きものたちの饗宴 

　石川氏の描く作品の中には、大自然の中に生息する、

さまざまな生きものの姿を見出すことができます。それ

らは鳥や魚、動物、あるいは蛙などであり、自然と一体

となって生きる姿が、氏の温かいまなざしによってとら 

えられています。 

　第3部では、氏が中心となって結成した日本画の研究

グループ「玄」展での出品作を中心に展示し、氏の画業

のもう一つの側面をご紹介いたします。 

　
樹
齢
何
百
年
と
い
う
大
樹
を
前
に
し
て
、
人
智
を
超
え
た
何

も
の
か
に
思
い
を
は
せ
た
方
は
多
い
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
、
庭

木
や
盆
栽
を
愛
で
て
心
を
和
ま
す
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
に
は
霊
的
な
存
在
と
し
て
祈
り
や
畏
れ
の
対
象
と
も
な
れ
ば
、

馴
染
み
深
い
家
屋
や
家
具
な
ど
実
用
物
を
提
供
す
る
材
料
で
も

あ
り
続
け
る
木
は
、
聖
俗
両
様
の
奥
深
い
存
在
で
す
。
こ
う
し

た
木
を
素
材
と
し
て
作
品
を
造
る
木
彫
家
は
ど
の
よ
う
な
思
い

で
木
に
相
対
し
ノ
ミ
を
振
る
う
の
で
し
ょ
う
。
日
本
人
が
古
来

か
ら
木
に
抱
く
思
い
、
祈
り
を
込
め
て
刻
ま
れ
た
数
多
の
仏
像
、

そ
び
え
立
つ
高
峰
の
登
攀
は
容
易
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
 

　
本
特
集
で
は
明
治
か
ら
現
在
ま
で
二
十
名
の
作
家
に
よ
る
木

彫
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
前
号
で
は
概
要
を
述
べ
ま
し

た
の
で
、
今
回
は
活
躍
中
の
二
人
の
作
家
、
梶
本
良
衛
と
内
平

俊
浩
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

　
梶
本
良
衛
は
昭
和
二
十
六
年
能
美
市
寺
井
の
生
ま
れ
。
金
沢

美
術
工
芸
大
学
彫
刻
科
を
四
十
八
年
に
卒
業
し
、
一
年
研
究
科

に
学
び
ま
し
た
。
四
十
九
年
よ
り
新
制
作
協
会
展
に
出
品
を
続

け
、
現
在
同
会
会
員
。
ま
た
石
川
の
前
衛
作
家
が
集
う
日
本
海

造
型
会
議
に
も
精
力
的
に
出
品
を
続
け
て
い
ま
す
。
荒
々
し
い

ノ
ミ
跡
を
生
か
し
た
人
型
の
木
の
形
が
独
特
で
す
。
『
木
か
ら

発
し
て
木
に
帰
る
。
木
は
創
作
の
原
点
で
あ
る
。
』
と
は
梶
本

の
言
葉
で
す
。
 

　
内
平
俊
浩
は
昭
和
三
十
五
年
柳
田
の
生
ま
れ
。
五
十
七
年
に

名
古
屋
芸
術
大
学
美
術
学
部
彫
刻
科
を
卒
業
し
、
主
に
個
展
と

グ
ル
ー
プ
展
を
発
表
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
ザ
ッ
ク
リ
と
し
た

粗
彫
り
の
人
体
の
集
合
が
、
現
代
の
世
相
を
語
り
ま
す
。
今
回

の
W
O
M
A
N
21
シ
リ
ー
ズ
は
コ
ギ
ャ
ル
と
呼
べ
そ
う
な
少
女

達
が
思
い
思
い
の
姿
で
、
聞

き
耳
を
立
て
た
り
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
少

女
達
の
組
み
合
わ
せ
は
自
由

で
、
し
か
も
ど
ん
ど
ん
増
幅

し
て
い
き
そ
う
な
気
配
で
す
。

フ
ァ
ン
キ
ー
な
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
 

WOMAN21　内平俊浩 

凧
　
梶
本
良
衛 



コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
　
長
谷
川
大
治
郎 

月
に
雨
　
　
関
　
源
司   

秋
景
渓
流
図
　
越
塚
友
邦 

－  4  － 

◆
観
覧
料 個

　
　
　
人 

団
体
（
20
名
以
上
） 

一　般 

350円 

一　般 

280円 

大学生 

280円 

大学生 

220円 

高校生以下は 

無料 

高校生以下は 

無料 

今月のコレクション展示室 

11月16日(木)～12月23日(土・祝)

主な展示作品 
● ◎＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品 
□＝石川県指定文化財　△＝市町村指定文化財 

特
集
　
名
物
裂
と
香
道
具
 

　
興
福
寺
金
襴
 
 

　
清
水
裂
 
 

　
蜀
江
錦
 

　
黒
塗
菊
折
枝
蒔
絵
十
種
香
箱
 

　
黒
塗
秋
草
蒔
絵
香
割
道
具
 

 

前
田
育
徳
会
展
示
室
 

特
集
　
石
川
の
木
彫
 

　
　
　
　
ー
彫
る
・
削
る
・
み
が
く
ー
 

　
W
O
M
A
N
２１
シ
リ
ー
ズ
よ
り
 

　
凧
 

　
人
と
ト
ラ
ロ
ッ
ク
 

　
音
色
 

　
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
 

　
日
本
武
尊
 

  

内
平
俊
浩
 

梶
本
良
衛
 

高
橋
　
清
 

田
中
太
郎
 

長
谷
川
大
治
郎
 

松
井
乗
運
 

第
4
展
示
室
 

【
油
彩
】
 

　
1
9
8
2
年
 
私
 

　
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
部
屋
 

　
パ
ラ
ダ
イ
ス
 

　
ロ
ッ
シ
ュ
展
望
 

　
街
角
に
秋
 

【
版
画
】
 

　
海
山
十
題
 

 

鴨
居
　
玲
 

円
地
信
二
 

清
水
錬
徳
 

田
辺
栄
次
郎
 

前
田
さ
な
み
  

東
山
魁
夷
 

第
3
展
示
室
 

【
陶
磁
】
 

　
金
襴
手
愛
鳥
譜
飾
盤
 

【
漆
工
】
 

　
肉
合
研
出
宇
豆
良
水
指
 

【
染
織
】
 

　
友
禅
訪
問
着
「
蒼
林
の
譜
」
 

【
金
工
】
 

　
月
に
雨
 

【
截
金
】
 

　
截
金
彩
色
飾
盆
「
浮
舟
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－日本画家－　百々俊雅の世界 
 

展覧会回顧 

　去る8月24日から9月24日までの一ヶ月間、当館第4展

示室において、日本画家で金沢美術工芸大学名誉教授の

百々俊雅先生の展覧会を開催しました。出品作品は、日

本画27点、写生8点の計35点で、昭和46年の日展初入選

作から、昨年の日展出品作まで、氏の画業の変遷をたど

り、その美を享受する絶好の機会になったことと思われ

ます。 

　氏の作品のモティーフは、これまで一貫して現代の女

性が中心であり、さまざまなファッションで表された表

現には、色彩の輝きと華やかさが満ちあふれていました。

その作風は、どちらかというと北陸の暗いイメージとは

かけ離れたものなのですが、それは氏が、大阪という大

都会で生まれ育ち生活していた少年期の記憶が、心のど

こかに感覚として残り、都会的な明るさをともなって画

面の上に現れてきたのではないかとも想像してみるので

すが、うがちすぎた見方でしょうか。 

　ともあれ、氏の作品にはさまざまな色彩が大胆に使わ

れ、その作品群の中に身を置くと、森林浴ではない色彩

浴に浸っているような印象を受けました。その豊かな色

彩の発光源となっているのが、日本画の顔料であり表現

法であって、あらためて日本画の表現の魅力を感じさせ

られた展覧会であったのではないかとも思われるのです。 

　また、氏ご自身も、これまで描いてきた作品を一堂に

展示したことによって、自分自身勉強になり、これから

の制作に活かせるというお話しをいただき、担当者とし

て嬉しく思った次第です。 

　最後に、本展開催にあたり、ご協力いただきました百々

先生をはじめ関係の

方々、また会期中、

ご多忙の中、ご鑑賞

いただきました多く

の方々に、あらため

てお礼申し上げま

す。 

各地の展覧会 各地の展覧会 各地の展覧会 

◆美術と遊ぼう－アートの迷宮 
1月21日（日）まで 

富山県立近代美術館   【076-421-7111】 

 

◆大エルミタージュ美術館展 
12月24日（日）まで 

東京都美術館　　　   【03-3823-6921】 

 

◆大阪人が築いた美の殿堂 
12月24日（日）まで 

大阪市立美術館　　   【06-6771-4874】  

 

◆巴里憧憬 
　エコール・ド・パリと日本の画家たち 
12月24日（日）まで 

名古屋市美術館 　　  【052-212-0001】 

 

◆現代漆芸作家－輪島の今 
1月28日まで 

石川県輪島漆芸美術館 【0768-22-9788】 

 

 

 

※開催日程、休館日、内容等は直接各館 
　へお問い合わせください。 

ミュージアムレポート 
キッズ☆プログラム　鑑賞講座 
百々俊雅の世界を鑑賞しよう　9月2日（土） 

　鑑賞する展覧会「百々俊雅の世界」

が日本画ということで、まず「日本

画とはなにか」「どんな絵の具や材

料を使っているのか」など、基本か

ら知っていくことにしました。材料

体験では岩絵具や「箔」を使ってみ

ることにしました。岩絵具もさるこ

とながら、初めて見る銀箔に子ども

達は興味津々！扱いにくい箔に四苦八苦しながらも、初めての箔張

り体験に「難しいけどきれい！」と感動の様子でした。 

　展示室に足を入れると、百々氏の鮮やかな色彩に感嘆の声が。お

もに色の使い方や装飾性などを中心に鑑賞のポイントを話し、家族

の情愛の表現や制作のエピソードな

どもあわせて紹介しました。「ここ

に箔がつかってあるよ」「優しい感

じが伝わってくる」など参加した親

子の皆さんは思い思いに百々氏の世

界を堪能したようでした。 
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ふれてみるいしかわの文化展 
12月7日（木）～12月11日（月）（第7展示室） 

　石川県では障害を持つ方々を含め、広く県民の皆様が、
あらゆる分野の社会活動にも積極的に参加できるバリア
フリー社会（障壁のない社会）づくりを、積極的に推進
しています。その一環として、どなたでも文化芸術に親
しめる展覧会を、障害者週間（12月3～9日）期間中に、
5日間にわたって開催します。じかに手で触れて鑑賞で
きる彫刻（北陸日彫会会員作品約20点）や伝統工芸関係
資料に加え、泉鏡花の作品にちなんだ朗読劇公演も予定
しています。 
 
◇入場無料（展覧会・朗読劇公演とも） 
◇関連行事 
　鏡花劇場出前公演　朗読劇「滝の白糸」 
　　日　時　12月10日（日）　午前11:00～（約1時間） 
　　出　演　鏡花劇場（高輪眞知子・女優） 
　　会　場　美術館ホール 
◇連絡先 
　金沢市鞍月1－1　石川県県民文化局文化振興課 
　　076－225－1372

第91回公募写真展　研展 
12月7日（木）～12月12日（火）（第8・9展示室） 

　東京写真研究会が主催する研展は、研究会（関東、中
部、関西・北陸）の4支部の会員と、一般公募の2部門で
構成され、会員作品119点、公募作品232点が展示されま
す。北陸から会員の部では、文部科学大臣賞に、小山 瀞、
研展賞に矢尾正巳、研展奨励賞に杉野時男、公募の部で
は、東研大賞に蔵明雄、共同通信社事業本部フォトセン
ター長賞に佐藤外茂雄、日本カメラ社賞に冨田晃子、東
研賞に法邑一男、東研奨励賞に辻 靖郎、米島光栄の各
氏が受賞しました。 
◇入場無料 
◇連絡先 
　金沢市野町4－9－13　内島一郎 
　　076－241－2279

第30回記念日創展＆新院展選抜金沢展 
12月16日（土）～12月17日（日）（第7～9展示室） 

　日創展は会長丹羽俊夫（新院展副会長）の大作、理事
長三宅厚史、事務局長今村文男の力作をはじめ、石川、
富山、福井、岩手から幅広い年齢層の日本画約60点を、
新院展（東京展）から会長石井宝山の作品をはじめ約40
点を選抜して展示します。 
◇主な出品者 
　北出朝之、保科　誠、柴田輝枝、南　好乃、中村勝代、 
　松尾功一朗、福井淳一、村中博文、伊藤夏子、牛丸美代子、
　大窪昭子 
◇入場無料 
◇連絡先 
　金沢市窪1－223　丹羽俊夫 
　　076－244－5916

企画展示室 

　現在貸し出し中の当館所蔵品は以下のとおりです。 
いつもと違う空間、違う展覧会で出会う当館の所蔵品。 
いつもと違う視点で鑑賞できるのではないでしょうか。 
 

ただいま貸し出し中 

 
 
◆古染付張甲牛香合 
　展覧会名：「茶の湯の香合－茶人の好みと手捏ね－」 
　会　　期：10月14日～12月3日 
　会　　場：京都市　茶道資料館 
 
◆友禅赤茶地鶏落葉文訪問着「暁声」　上野為二 
◆高雅縮緬地友禅訪問着「越前花野」　羽田登喜男 
◆鋳銅象嵌六方花器　金森映井智 
◆脇指　銘傘笠正峯作之　平成七年二月日　隅谷正峯 
◆截金彩色木彫合子「華鳥」　西出大三 
　展覧会名：「日本のわざと美展 
　　　　　　 －重要無形文化財とそれを支える人々－」 
　会　　期：11月25日～12月24日 
　会　　場：千葉市　千葉県立美術館 

◆色絵牡丹文平鉢　古九谷 
　展覧会名：「青山次郎の眼」 
　会　　期：9月1日～12月17日 
　会　　場：滋賀県信楽町　ＭＩＨＯ　ＭＵＳＥＵＭ 
 
◆沈黒緑陰箱「能登有情」　山岸一男 
　展覧会名：「現代漆芸作家－輪島の今－」 
　会　　期：11月20日～1月28日 
　会　　場：輪島市　輪島漆芸美術館 
 
◆祥瑞山水文沢瀉形茶碗 
◆刷毛目茶碗 
◆小井戸茶碗　銘　玉兎 
◆熊川茶碗　銘　沢辺 
◆伊羅保片身替茶碗 
◆黄伊羅保茶碗　銘　女郎花（寄託品） 
◆赤楽茶碗　銘　僧正（寄託品） 
　展覧会名：「加賀伝来の名碗」 
　会　　期：11月3日～12月10日 
　会　　場：金沢市立中村記念美術館 
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12月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く）・いずれも午後1時30分から行います》 
月　日 行　事 内　　　　　　　　容 会　場 

キッズ☆鑑賞講座 12/ 2（土） 

12/10（日） 

12/17（日） 

12/ 3（日） 

12/ 9（土） 

月例映画会 

ビデオ鑑賞会 

美術講座 

ビデオ鑑賞会 

講義室 

講義室 

ホール 

ホール 

ホール 

ホール 

石川の木彫を鑑賞しよう 

①ロダン美術館散策I　職人の手がつかむ永遠のとき 
②衣装人形　－堀柳女－ 

①正倉院宝物25　天平の調べI 
②正倉院宝物26　天平の調べII

①正倉院宝物26　天平の調べII 
②正倉院宝物27　天平の技を伝える 

奈良の古寺 

朗読劇 鏡花劇場出前公演 朗読劇「滝の白糸」 

（前多武志主任主事） 
（23分） 
（25分） 

（谷口　出普及課長） 
（33分） 
（31分） 

（午前11時より約1時間） 
（31分） 
（34分） 

※12月の全館休館日は24日（日）～31日（日）です。 
 

　36回目を迎える今回の文化財現地見学は、ほぼ10
年ぶりに長野県へ行きました。近年は寺社関係の見
学が続いたため、近代の美術家にスポットを当てた
美術館巡りとしました。以前からアンケートで長野
への希望者が多かったこともあり、45名の定員に対
して2倍もの人数の応募がありました。 
　移動距離が長いため、美術館の出発時間が午前6時
30分、金沢駅の出発時間が午前7時でしたが、みなさ
ん時間通りにお集まりいただき、他の団体旅行バス
がひしめく金沢駅西口をほぼ定刻に出発しました。 
すばらしい快晴で、道中はスムースに進み、予定通
りに長野県信濃美術館・東山魁夷館に到着。 
　「川端康成の眼力」が開催中で、多少混み合って
いましたが、学芸員の方に丁寧な解説をしていただ
き、川端康成のまなざしを通した美の世界を堪能し
ました。併設されている東山魁夷館で、静謐な作品
の数々を自由に鑑賞した後、善光寺にほど近い昼食
場所へ。早めに食事を済ませて善光寺へお参りされ
た方も何人かいらっしゃいました。 
　午後はまず、近代日本画を系統立てて収集してい
る水野美術館。4年前に開館した美術館で、ゆった
りとスペースをとり、近代の巨匠の作品が「風景画
　秋から冬へ」という企画展で展示されていました。
学芸員の方の説明を受けて、展示室をぐるりとまわ
ると、それぞれ描かれた場所へ旅行しているような
気分になりました。 
　そして1日目最後の見学先が、池田満寿夫美術館
です。代表作の版画を中心に、氏の様々な活動をた
どる展示となっており、バラエティに富んだ作品群
を楽しむことが出来ました。その後、宿泊場所であ
る長野駅近くのホテルに入りました。 
　2日目もよく晴れわたった天気でした。まずは長

野市郊外にある清水寺です。気さくなご住職の軽妙
なお話を聴きながら、重要文化財の仏像をじっくり
と拝観しました。バスが入れない道を歩く途中に、
りんご畑が広がっており、のどかな雰囲気を楽しむ
方も多かったようです。 

　それから、高速道路で安曇野市へ向かい、安曇野
市の象徴とも言われる、美しい建築物の碌山美術館
を鑑賞しました。ツタに覆われた礼拝堂のような展
示室の中に、日本近代彫刻の先駆者の一人である、
萩原守衛の素晴らしい作品群が並んでいます。建築
物・作品・展示室内などすべてが、彼の生きた時代
を彷彿とさせる雰囲気に包まれた、印象的な美術館
でした。 
　最後は安曇野ちひろ美術館です。いわさきちひろ
の作品だけにとどまらず、絵本を中心とした魅力的
な企画展を精力的に行っており、今回は韓国の絵本
作家の展覧会が行われていました。企画展と常設の
特集の両方でそれぞれ、学芸員の方からの説明があ
り、充実した展示を観ることに加えて、よく手入れ
された花壇や美しい風景など、見どころがたくさん
ありました。ちひろ美術館の鑑賞を終えて帰路につ
き、ほぼ時間通りに金沢駅西口着。続いて美術館に
到着し、参加者の方々は無事に帰られました。 
　天候に恵まれたことは何よりでしたが、大きな事
故もなく、無事に終了したことは、参加者の皆さん
のご理解とご協力があってこそでした。移動時間が
長いため、それぞれの鑑賞時間が短かく、あわただ
しかったなど、反省点はたくさんありました。これ
らの反省を踏まえて、次回に生かし、よりよい活動
を行っていきたいと思います。 
 

第36回 文化財現地見学旅行報告 第36回 文化財現地見学旅行報告 第36回 文化財現地見学旅行報告 
～長野ゆかりの美術家をたずねて～ 

せいすいじ 

清水寺にて 
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ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 

古紙配合率100％再生紙を使用しています －  8  － 

　桧造りで一部彩色された像は、古代神話の日本武

尊の伝承にもとづき制作され、顔や衣には仏像をみ

るような柔和さがただよい芸術的にも優れた作品と

いえます。乗運66歳の作です。当初、明治記念之標

「日本武尊」銅像の原型として制作されましたが一

部有力者の反対で採用されませんでした。しかし在

世中よりすでに仏師として高名で、その刀法は精緻

巧妙を極め、神技ともいわれました。 

　明治記念之標「日本武尊」銅像（兼六園内建立）は、

西南の役で戦死した郷土軍人の霊を祀り、記念する

ため、明治13年（1880）に建立されました。屋外に

たっている人物銅像としては日本最古の銅像です。 

　乗運は文化12年（1815）金沢野田寺町に牧野良永

の2男として生まれました。家は代々仏師を生業と

していました。幼名を小太郎、のちに義市、平喜と

改めました。14歳の時、京都の大仏師片岡友輔につ

いて刀法を学び、24歳の時帰郷しました。18歳の頃

松井家を継ぎ、乗運又は北蘭堂と号しています。明

治13年（1880）には京都大谷本願寺阿弥陀堂の建築

彫刻にも従事しています。余技として鍔の製作を試

み、その作に「乗運斎輝朝」と銘し、又和歌には

「斎」の号を用いています。同20年6月（1887）京

都で73歳で歿しました。 

次回の展覧会 
　　　　　 石川義展(第7～9展示室) 

特　集　茶道具と名物列(前田育徳会展示室) 

特　集　－新春を寿ぐ－古美術優品展 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(第2展示室) 

特　集　万国博覧会の時代－明治の工芸－ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(第5展示室) 

特　集　石川ゆかりの京都の日本画家たちⅡ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(第6展示室)

郷土が生んだ 
日本画家 企画展 

ただし 
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休館日：12月24日（日）～1月3日（水） 

1月4日(木)～2月4日(日)

　兼六園の雪つりも見事に仕上がってきました。世の中も冬支度
が整ってきたようですね。県立美術館も今年の開館日は12月23日
（土・祝）までとなっています。北陸の肖像画、名物裂と香道具、
石川の木彫などの展覧会も今年いっぱいです。お見逃しのないよ
うに願いたく思います。 
　さて、ショップからは新商品「浮世絵　絵はがき」のご紹介です。
一昨年、久世氏より寄贈していただいた浮世絵コレクションより、
4枚の作品を選んで絵はがきにいたしました。歌川広重の名所江戸
百景より「上野山内月のまつ」「堀切の花菖蒲」、同じく東海道
五拾三次より「蒲原」「庄野」の計４種類です。どれも人気の高
い浮世絵ですが、色や紙質にもこだわり、満足いただけるものに
なったと思います。大事な方への年賀状に使うのも風情がありま
すね。 
 
 

日本武尊 
や ま と た け る の み こ と 

（木彫） 

松 井 乗 運 文化12年～明治20年（1815̃1887） 

ま つ  い  じょう　う ん  

明治13年（1880） 

高23．2　幅13．0　奥行9．5（㎝） 

左から上野山内月の松、堀切の花菖蒲、蒲原、庄野（各５０円） 


